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農業の授業を始めました！
農業部も結成しました！

農業部員参上！

岡⼭学芸館⾼校では、平成25年度から、選択授業の
中で農業の時間を始めました。
また、部活動としての農業部も併せてスタートしました。

農業の授業は、25年度から設置した進学ドリームコー
スの2年⽣39名と3年⽣21名が選択しました。(2年⽣で
選択した場合は3年⽣でも選択するようになっています。)
週２時限、⽣徒⼀⼈に１コンテナを与え、腐葉⼟を⼊
れて、キュウリ、ゴーヤ、トマト、ナスを希望に応じて植え付
けました。
⼩まめに世話をした⽣徒の野菜は⽣育がよく、残念なが
ら枯らしてしまった⽣徒もありましたが、座学とは異なり、体
を動かしながら⾃分で作業することが、楽しそうで、⼀般の

こねんことやっとるでぇ！

農業の授業⾵景

授業では奮わない⽣徒も積極的に取り組み、試験で出
題した｢家庭菜園検定｣を基にした問題では、満点が7⼈
もいました。
また、“奇跡のリンゴ”の⽊村秋則さんの講演や、固定種
普及の第⼀⼈者である野⼝種苗研究所の野⼝勲さんの
講演なども聴講しました。苗からの育成ではなく、種からの
栽培を軸にして取り組みました。

農業部は、併設の岡⼭学芸館清秀中学校の⽣徒も
⼀緒で、幅広い年代43名で活動を開始しました。
活動の場は、瀬⼾内市にある野球部、サッカー部グラン
ドの側に借りた約10aの農地です。隣接する農家の⽅が、
気にかけてくれて、時々指導してくださいます。
ここでは、カボチャ、サツマイモ、ジャガイモ、スイカ、オクラ
を植え付けました。夏は雑草との戦いです。
秋には、⼩カブ、チンゲンサイ、コマツナ、ネギを播きまし
た。

唯⼀オクラだけが⼤成功という、ちょっと悲しい結果になり
ましたが、収穫できなかった原因を
探り、次年度の活動に向けて、
更に頑張ろうと⼼に誓いました。

⼟を触るのって久しぶり！

思ったより、たくさん⼟が⼊るなあ？！

ここまで成⻑しました！
元気そうなキュウリ君です

頑張れ☆
ビギナー諸君！



<農業の授業>
岡⼭学芸館⾼等学校は、進学に⼒を⼊れており、５教
科が中⼼なので、⼼の教育(道徳）の⼀環として、何かで
きないか模索していたところ「農業」に⾏き当たりました。
農業・・・⼟を触ること、植物を育てることは、癒しになる
ので、⽣徒たちが肩の⼒を抜いて、ホッとできる時間になり、
植物の栽培を体験することで、⾃然や、植物の⽣命⼒な
ど座学では得られない様々なことが学べ、優しさや、我慢
強さを培えます。また、不登校の⽣徒がいるので、その⼦た
ちの“⼼の拠所”にならないかということも考えています。

<農業部>
岡⼭学芸館⾼校は、スポーツや吹奏楽などの部活動が
盛んで、７割の⽣徒が参加しています。残りの３割の⽣
徒に何かできないかということを考えていました。農業は、⼿
をかけると必ず応えてくれるので、普段⽬⽴たない⽣徒に
も何かできるのではないか、出番があるのではないかと、農
業の授業を始めたのを機に、併せて農業部を設けてみまし
た。中学⽣から⾼校⽣までが⼀緒に活動することで、指導
⼒や、思いやりの⼼を育てることができると期待しています。

きっかけは…

板についてますネ
先輩、難しいデス！

農業部の活動⾵景

雑草との戦い

負けるな！カボチャ!!

負けるなカボチャっ！
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感想・そして、これから・・・

オクラだけは豊作でした
(ʻ-ʼ*)

25年度は初めての試みで、ジャガイモは、種芋から芽が
出ず、全滅したり、農業部では、準備に⼿間取り、播種
期が1ヶ⽉程度遅れたことや、圃場の⽔はけが悪く、オクラ
以外は全滅するという結果になりました。これらの反省点
を踏まえ、来年度は｢NPO法⼈岡⼭⽊村式⾃然栽培
実⾏委員会｣や「JA岡⼭」の指導を仰ぎながら、⾃然栽
培を実践してみようと計画しています。

農業部が借りている農地周辺の⽤⽔路の清掃や周辺
地域の⽼⼈が、グランドゴルフに利⽤している広場の草引
きを⽣徒にさせることを申し出ています。今はまだ実現して
いませんが、⽣徒たちができる地域貢献を⾏いたい。また、
将来的には幼稚園児や⼩学⽣との交流授業を⾏ってみ
たいと考えています。

また、学園で実施している、タイ・カンボジア研修旅⾏
（８⽇間、希望参加）では、⽣徒たちが農村に⼊って、
現地の農業を⾒学し、それを指導する⽇本農業の技術
や、収益性の⾼さを実感しています。現地の⼦ども達とも
交流し、⽇本での⽣活を振り返る機会を与えています。
参加した⽣徒は、毎年、⼤きな感動を得て戻ってきます。
視野が広がり、物の⾒⽅が変わってきます。⽇本の恵まれ
た環境や優れた技術⼒、社会貢献などのあり⽅を知り、
進路や将来を考える参考にしています。

⽣徒が作った看板

機械の使い⽅も上⼿くなりました

カンボジア研修旅⾏で
農業体験


